
最
近
に
お
け
る
小
売
自
在
庫
の
動
向

1
1
H
H
oo
-
A
u
-
-
-

H
壬

q
2
.
1
.

決
が

き

1
1

本
調
査
の
意
図
||

二
、
在
庫
増
加
の
実
情

村

販

売

、
在
庫
高
推
移
の
傾
向

伺
主
要
品
種
別
の
特
性

同
物
価
変
動
と
販
売
、
在
庫
高
と
の
関
係

三
、
在
庫
増
加
と
金
融
と
の
関
係

回
、
む

す

び

lヨ

一、
lま

し
|

|
在
陣
増
加
の
経
済
的
意
義
と
限
界

l
l

て
は

-引
M

|

|
木
調
査
の
意
図
|

|

末
端
小
売
部
門
に
お
け
る
庖
顕
在
庫
が
顕
著
な
増
加
た
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
最
近
騒
々
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
小
売
届
舗
の
増
設
、
拡
張
、
或
は
陳
列
商
品

の
充
実
化
等
街
頭
に
見
聞
す
る
諸
事
・
笑
か
ら
も
充
分
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

物
資
の
供
給
が
監
か
に
な
っ
た
結
果
で
あ
り
、
わ
が
国
の
経
済
回
復
の

一
つ
の
現
わ
れ
に
外
な

ら
な
い
と
見
ら
れ
る
が
、
視
界
を
限
っ
て
昨
年
半
ば
頃
よ
り
最
近
に
至
る
聞
の
推
移
を
見
れ

ば
、
そ
こ
に
は
単
に
感
覚
的
な
把
握
に
の
み
放
置
す
る
を
許
さ
な
い
よ
う
な
問
題
を
含
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し

き

そ
の
第

一
は
消
費
財
生
産
の
著
し
い
伸
長
に
対
し
、
消
費
水
準
の
土
昇
が
追
随
し
得
な
い
こ

と
か
ら
く
る
需
給
上
の
問
題
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
経
済
審
議
庁
調
査
に
よ
る
生
産
指
数
及
び
消

費
水
準
指
数
を
見
る
と
(
第
一
表
)、
生
活
資
財
の
生
産
は
戦
前
水
線
(
昭
和
九
|
十
一
年
)
を

最
近
に
お
け
る
小
売
自
在
庫
の
動
向

三
O
忽
以
上
も
上
廻
り
、
殊
に
木
年
四
月
以
降
特
に
顕
著
な
上
仲
を
辿
っ
て
い
る
が
、
都
市
並

び
に
農
村
の
消
費
水
準
は
、
戦
前
水
準
を
上
廻
っ
た
と
は
い
え
、
生
産
の
噌
加
率
に
は
到
底
及

ば
な
い
。

ζ

の
両
者
の
仲
ぴ
の
ず
れ
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
は
、
輸
出
と
在
庫
の
増
加
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
輸
出
水
準
は
周
知
の
ど
と
を
低
迷
状
態
で
る
り
、
結
局
在
庫
の
増
加
が
そ
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
末
端
流
通
部
門
の
在
庫
増
加
は
、
そ
の

枯
渇
が
殊
に
著
し
か
っ
た
だ
け
に
、

こ
れ
ま
で
の
物
資
補
給
上
見
逃
し
符
な
い
役
割
宮
果
し
て

ぎ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
間
段
階
の
タ
ン
ク
が
枯
れ
て
い
た
た
め
に
消
費
を
超
え

る
生
産
が
直
ち
に
オ
l
ヴ
ア
フ
ロ
ウ
と
な
ら
な
い
で
す
ん
だ
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
も
、
或
る
程
度
充
た
さ
れ
た
後
は
、
も
は
や
需
給
上
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
は
な
り
得
な

い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
果
し
て
そ
の
実
情
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
一

つ。
第
ご
に
銀
行
貸
出
の
動
向
を
見
る
と
、
昨
年
半
ば
以
降
製
造
業
向
融
資
に
較
べ
て
流
通
部
門

向
融
資
の
増
加
が
著
し
い
。
こ
れ
は
直
接
、
間
接
に
小
売
在
庫
増
加
の
袈
村
け
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
増
勢
は
、
製
造
業
向
融
資
よ
り
も
高
い
テ
ン
ポ
を
維
持

し
て
い
る
と
は
い
え
、
幾
分
緩
慢
化
し
、
銀
行
の
選
別
態
・
肢
の
強
化
と
共
に
最
近
で
は
伸
び
悩

み
の
様
相
を
ず
ら
呈
し
て
い
る
。
し
か
も
流
通
部
門
の
中
で
は
、
卸
売
業
者
向
よ
り
も
小
売
業

者
向
に
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
い
ま
達
観
的
に
夜
庫
の
噌
加
が
直
接
、
間
接
に

銀
行
融
資
の
場
加
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
と
児
る
な
ら
ば
、
そ
の
面
よ
り
し
て
在
庫
の
増
加
は

限
界
点
に
近
づ
会
つ
つ
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば
消
費
を
超
え
る
生
産

は
、
そ
の
ま
ま
供
給
過
剰
と
し
て
表
面
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
第
二
の
問
題

点
で
あ
る
。

か
く
て
小
売
部
門
に
お
け
る
在
庫
の
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
本
調

査
は
右
の
ど
と
含
観
点
か
ら
す
る
小
売
在
陣
の
実
態
へ
の
接
近
の
一
つ
の
試
み
に
外
な
ら
な

、。、
L
V

調
査
の
対
象
と
し
て
は
、
東
京
都
内
四
八
底
(
内
百
貨
庄
二
、
但
し
そ
の
一
つ
は
協
会
加
周

一
一一一ケ
脂
の
合
計
て
そ
の
他
=
一
五
七
倍
(
内
百
貨
広
五
四
)
計
四

O
五
ケ
腐
を
と
り
、
こ
れ
に

つ
き
、
業
種
別
、
地
区
別
に
販
売
高
、

在
庫
高
の
実
情
の
分
析
を
試
み
た
。
資
料
の
蒐
集
は
東

京
都
内
で
は
各
庖
舗
で
記
入
の
上
、
銀
行
取
引
の
あ
る
も
の
は
銀
行
で
、
そ
の
他
組
合
、
問
屋

一
九
五



論

説
(
そ

等
で
照
合
し
得
る
も
の
は
夫
々
で
検
討
し
、
概
数
な
が
ら
事
笑
の
反
映
に
努
め
た
。
そ
の
他
の

の
二
)

産
業

・
物
価
等

倍
舗
は
本
行
各
支
賠
の
調
査
に
依
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
一
一
般
小
売
陪
の
規
桜
別
区
分
は
、
月

商
五
O
O
万
円
以
上
、

一
O
O
万
円
以
上
五
O
O
万
円
未
満
、

中
、
小
と
し
て
区
分
し
た
。

〈
第
一
表
)

一
O
O
万
円
未
満
を
夫
々
大
、

i z 
-一一 一 一一一-EL--12 

指 |生ii主
官|水

一ー l 準

並
び

費

水

準
の
推
移

型 堅型!
八七六1
:i.r'-.年年 1

七四一十七四 一 十七四ー
I I I I I I I I I I 
六三十九六三十九六 三

ニ
、
在
庫
増
加
の
実
情

t→ 
販
売
、
在
昨
高
推
移
の
傾
向

， 
'l 

ノ
/ " 〆ノ

'l " 〆

一
都
市
消
費
水
準
一
農
村
消
費
水
準

一

七
例
年
一
指
数
一
荊
1
比

一
指
数
一
前

年

一

一
同
期
比
一

一
岡山押
上

一

一

両

抑

比

一

λ

阻

止

一

2一
九九
・凶

て
2
7
4

一
史
主
一

九C
毛
一

一

望

主

主

・八一

主
主
一

九回
・六一

一宅
・七一

九0
・八一
一
き
・盟
出
回
・九一

九五
・九一

一0
7
0
一
一
一
子
八
一

九六
.。一
一
}
一
一
一
主
一
七
九
品
一

一O
六
・一~

一一一-一λ
一

-一
0
・九一

}

(

)

0

・同一

一一九
・-
一一

六九
ニ
-

一()七
・一一

一一六
・七
一

}一-
一・八
一

-
C
M
・九一

一一千七
一

七回
・九一

一三一
・八一

二三
二
一

一一九
・六一

二一
・混一

一ニ
ニ
・ム

七七・一
一一

二
九-Q

二
百
一
・
し
こ
ニ
・八一

-

-

-

・

目

-

二七
・八一

一ニ}
一・七一

九九
・五一

三
回
・4

一三回
・九
一
二
八
・2

ニ
マ
ニ
比

一一千五
一

。一
・一一

三

・八一

一き
・六一

二
て
九
一

一三一
・2
一

一ニ豆
・凶一

八五
・九一
一

一回
・七
一
一
二0
・0
一

一安
・一一

二一言一
-A

一一一一一
・一一一一
一
0
0
・4

一ユ
子八
一

水

準

今
回
の
調
査
に
よ
る
百
貨
問
説
び
に
一
般
小
売
出
胞
の
販
売
、
在
昨
状
況
の
椛
移
〈
昨
年
六
月

よ
り
木
年
七
月
ま
で
)
の
詳
細
は
附
談
付
の
、
凪
り
で
あ
る
が
、
そ
の
励
会
は
地
区
に
よ
り
、
業

種
に
よ
り
、
ま
た
規
棋
に
よ
り
織
々
で
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
全
休
と
し
て
の
特
徴
的
傾
向
を
抽

出
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
販
売
市
の
杭
移
、
介
状
昨
の
刷
、
減
、
抗

体
保
有
水
準
政
び
に
在
昨
哨
加
の
テ
ン
ポ
等
に
よ
っ
て
大
体
の
傾
向
を
窺
え
ば
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

一
九
六

l11 

販
売
高
の
楢
減
(
昨
年
六
月
と
木
年
六
月
と
の
比
較
)

一
般
小
売
時

貨

庖

百

売
上
増
加
ニ
O
忽
以
内
の

庖
舗
数

二
O
〈

三
一
・
五
銘
)

一一
一一一
(

四
一

二

%
)

ご
O
l
五
O
%予

七
三
〈

二
0
・九
世
)

二
一一(

九
三
一
世
〉

五
O
%
以
上
手

売
上
高
が
昨
年
よ
り
下
廻

っ
た
も
の

T-九(
二
ハ
・九
手
)

凶
〆目、

七
二
手
〉

一O
七
(

三
0
・七
手
)

F七

一
二
・五
手
〉

-4.，
 

z
z
H
 

三
凶
九
(
一
0
0・O
AY
)

五
六
(
一
0
0
・0
3〉

平
均
売
上
噌
加
率

二
二
・七
銘

一
九
・九
銘

売
上
端
加
率
は
一
一
般
小
売
問
よ
り
百
貨
践
に
お
い
て
高
い
が
、
百
貨
脂
の
う
ち
で
も
五
大

都
市
よ
り
地
方
都
市
の
方
が
高
い
。

一
般
小
売
陪
の
売
上
増
加
率
は
、
洋
品
雑
貨
二
四

・
凶
%
、
金
物
(
建
築
用
具
、
機
械
工

具
、
家
庭
金
物
を
含
む
)
ご
四

・
一
路
、
金
属
機
器
(
電
気
器
具
、
時
計
、
カ
メ
ラ
、
自
動
車

部
品
)
二
一
・
六
%
、
家
庭
問
雑
貨
六
一

・
一
筋
、
繊
維
製
品
(
呉
服
、
服
地
、
そ
の
他
衣
料

品
)
七

・
七
%
、
そ
の
他
六

・
六
%
と
品
種
に
よ
り
区
々
で
あ
り
、
ま
た
繊
維
及
び
洋
品
雑

貨
の
増
加
率
は
地
方
都
市
よ
り
も
五
大
都
市
の
方
が
、
金
物
関
係
で
は
五
大
都
市
よ
り
も
地

方
都
市
の
方
が
高
い
と
い
う
ふ
う
に
、
歩
調
は
同

一
で
な
い
が
、
総
平
均
で
は
二
一
て

七

%

と
、
百
貨
応
の
一
九

・
九
%
に
は
及
ば
な
い
な
が
ら
も
か
な
り
の
梢
加
を
見
せ
て
い
る
。
詩

品
種
中
繊
維
製
品
の
売
上
期
加
が
比
較
的
低
調
で
あ
る
の
は
、
比
較
の
対
象
と
し
た
六
月

が
、
昨
年
は
夏
物
衣
料
の
出
足
が
比
較
的
好
制
を
示
し
た
附
則
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
木

作
十
は
気
候
不
順
に
よ
り
克
行
が
不
振
で
あ
っ
た
こ
と
に
因
る
も
の
と
槻
測
さ
れ
、
尚
況
の
基

調
そ
の
も
の
は
繊
維
を
含
め
て
か
な
り
堅
調
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

間
在
昨
高
の
増
減
(
昨
年
六
月
と
本
年
六
月
と
の
比
較
)

一
般
小
売
賠

貨

百

nvh 

介
位
陣
噺
加
二
O
%
以
内
の

応
舗
数

二
O
(

=
一
・五
%
)

-
七
(

三
0
・
凶
%
)

ニ
O
|一点
O
銘
手

八
四
(

-
一四
・
一
手
〉

一
一一一(

九
・=
7
y
)



五
O
%
以
上

在
庫
両
が
昨
年
よ
り
下
廻

っ
た
も
の

六
四
(

二
一

・回
路
)

一
二
(

一
八
・三
%
)

， ， 

主
(

八
-九
タ
)

九
一
(

一一六
・
一
，V
)

計

平
均
在
陣
期
加
率

一
四
九
C
O
O
-O
J〆
)

二
了一
一一
%

五
六
(
一
0

0
・
oty)

四

0
・九

%

伝的州
増
加
の
点
に
お
い
て
も
、
一
般
小
売
脂
は
総
じ
て
百
貨
底
程
で
は
な
く
、
ま
た
庖
舗

に
よ
り
増
減
率
も
多
岐
で
あ
る
が
、
平
均
地
加
単
は
一
二

・
三
%
と
か
役
り
高
部
を
示
し
て

い
る
。

ζ
れ
を
品
種
別
に
見
る
と
、
令
一
属
機
器
七
八

・
九
路
、
洋
品
雑
貨
二
八
・
六
%
、
繊

維
製
品
二
0
・
三

%
、
金
物
関
係
一
五

・
五
沼
、
そ
の
他
一
0
・
九
%
と
や
は
り
区
々
で
あ

る
が
、
地
区
的
に
見
る
と
、
繊
維
、
洋
品
雑
貨
、
金
物
等
何
れ
も
地
方
都
市
よ
り
五
大
都
市

の
方
が
高
率
を
示
し
て
い
る
。
と
の
点
は
百
貨
庖
在
庫
の
増
加
率
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る。
規
棋
別
に
見
れ
ば
、
五
大
都
市
の
合
物
関
係
で
は
中
小
規
桜
底
よ
り
も
大
規
模
脂
の
方
が

増
加
単
が
低
い
な
ど
の
例
外
も
あ
る
が
、
大
抽
出
と
し
て
は
先
ず
大
規
模
居
が
中
小
規
模
底
よ

り
も
増
加
単
が
前
〈
、
然
も
繊
維
に
あ
っ
て
は
そ
の
師
が
か
な
り
大
幅
で
あ
る
こ
と
が
織
わ

れ
る
。売
上
と
在
庫
の
増
加
率
を
比
較
し
て
み
る
と
、
繊
維
、
金
属
機
器
及
び
木
材
、
板
硝
子
等

に
お
い
て
、
売
上
増
加
の
割
合
に
比
べ
、
特
に
著
し
い
在
庫
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。
金
物
、

そ
の
他
の
商
品
の
在
庫
は
、
殆
ど
売
上
増
加
に
見
合
う
程
度
の
増
加
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、

全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
在
庫
の
増
加
は
売
上
の
増
加
を
上
廻
っ
て
お
り
、
当
然
在
庫
率
が
高

ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
脂
舗
別
に
見
る
と
、
・
在
陣
増
加
の
少
い
庖
舗
或
は
在
隊
保
有
の
少
い
服
舗
で
も
、

著
し
い
売
上
増
加
を
見
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
百
貨
庖
闘
に
お
け
る
と
同
じ
〈
、
一
一
般
小
売

時
聞
に
お
い
て
も
企
業
の
優
劣
の
差
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。

。。

在
陣
の
保
有
水
準
(
七
月
末
在
庫
の
一
|
七
月
平
均
月
商
高
に
対
す
る
割
合
)

一
般
小
売
庖

百

貨

庖

在
陣
率
一
O
O
%
以
内
の
庖
舗

数

六
一一一(

一
八
二
銘
〉

一
三
(

二一
二
・二
%〉

最
近
に
お
け
る
小
売
居
高
山
仰
の
動
向

一
O
O
l
二
O
O
%
手

二

O
O
l
三
O
O
%安

三
O
O
Z
以
上

一
}
五
(

九
二
(

三
二
・九
%
)

二
六
・四
手
)

七
九
(

二
二
・六
手
)

三
四

九

C

O
O
-0
4
)

一
七
凶
・二
銘

平
均
在
陣
率

五

0
・0
%
)

ご一

・四
世

〉

一
一
一
(
五
・回
世
〉

五
六
三
0
0
・0
4
)

九

一
・九
%

一
八
(
一一(

月
商
高
に
対
す
る
在
庫
の
割
合
が
、
百
貨
問
、
一
般
小
売
商
と
も
意
外
に
高
い
こ
と
は
布

に
見
る
通
り
で
あ
る
。
日
問
題
別
に
見
る
と
、
金
属
機
器
二
四
四

・
七
、
繊
緋
製
品
一
八
六

・

五
、
洋
品
雑
貨
て
八
二
・
二
、
金
物
一

七
五

・
七
、
家
庭
用
雑
貨

一
七
0
・
五
、
そ
の
他
一

一
八

・
九
と
い
う
よ
う
に
著
し
い
凹
凸
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
百
貨
庖
の
平
均
九
一

・
九
を

温
か
に
上
廻
っ
て
お
り
、
ま
た
地
区
別
及
び
規
棋
別
に
見
れ
ば
、
五
大
都
市
よ
り
も
地
方
都

市
の
方
が
、
ま
た
大
規
模
出
よ
り
も
小
規
模
商
が
絡
段
と
高
率
を
示
し
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。一
般
的
に
資
金
図
版
度
の
上
か
ら
言
え
ば
、
在
時
率
の
低
い
こ
と
が
盟
主
し
い
が
、

面

光
上
最
確
保
の
上
か
ら
す
れ
ば
、
陳
列
商
品
の
政
富
な
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
問
問
毘
と

の
迎
絡
の
使
否
、

販
売
競
争
の
激
し
さ
の
・
度
合
等
の
差
等
も
あ
り
、
在
庫
の
保
有
適
正
韮
は

一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
東
京
都
内
の
型
想
在
庫
量
が
月
商
の
一
O
O
%
程
度
と
業
者
自
身

の
口
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現
に
右
の
加
き
高
水
準
の
在
庫
が
存
す
る
こ
と

は
経
営
上
の
観
点
か
ら
し
て
も
か
な
り
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。

a
t
 

在
沖
増
加
テ
ン
ポ
の
変
化

以
上
の
槻
療
で
注
目
さ
れ
る
と
と
は
、

一
般
小
売
応
、
百
貨
胞
と
も
売
上
高
は
昨
年
よ
り

増
加
し
て
い
る
が
、

・在
庫
増
加
、
殊
に
繊
維
、

A
M
刷
機
器
等

一
部
商
品
の
そ
れ
は
売
上
増
加

以
上
に
蹴
蒋
で
め
っ
た
こ
と
、
及
び
月
商
に
対
す
る
在
庫
保
有
は
極
め
て
高
水
線
に
達
し
て

お
り
、
必
ず
し
も
売
上
増
加
と
の
聞
に
比
倒
的
な
関
連
を
持
ち
得
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
期
聞
に
お
け
る
在
庫
増
加
の
テ
ン
ポ
は
如
何
で
あ
っ
た
か
。
こ
れ

を
品
種
別
に
見
れ
ぼ
第
二
衰
の
通
り
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
を
売
上
高
推
移
と
の
対
比
に
お
い

て
図
示
す
れ
ば
第
一
図
の
如
〈
で
あ
る
。

一
九
七



論

説
(
そ

産
諜

・
物
価
等

の
一
一
)

(
筋
二
袋
)

昨
年
六
月
よ
り
本
年
七
月
に
至
る
聞
の
住
庫
推
移

↑
調

査

庖
舗
数

一
昨
年
六
月
(A
)
一
十

二

月
(B
)
一
本
年
六
月
(
C
)
一
七

貨

庖

一

五

六

一

六
、
一

O
九

七

二

二

四

一

八
、
六

O
λ
一

(

五

大

都

市

)

一

一

三

四

、

一

一一一
間

四

、

六

六

円

一

五

、

九

一

二

(
地
方

都

市

)

一

四
三

一

、

九

七

五

二

、

五

五

O
一

二
、
六
丸
七
一

一一

般

小

光

随

一

三

四

九

-

一
、

問

。

一

て

六

四

O
一

一、
七
O
O

一
内

繊

維

製

品

一

二

二

三

七

二

O
a

八一二

O
-

八
六
三

一

(

五

大

都

市

)

-

三

九

一
七
一
二
u

二
O
三

一

一

一一
一七

-

(
地
方

都

市

)
一

九
四
一

五
四
七
一

六
二
七
一
六
一
一
一
六
一

一

洋

品

雑

貨

-

一一
一二

一

三
O
一

一
七
八
一

一

六
八
一

(五

大

都

市

)

一
一

一

五

九

一

七
阿
一

七
七

(

地

方

都

市

)
.

二
O

七

二

一

O
阿
一

九

ア

一

金

物

一

六

三

二

五

O
一

二
七
四
一

二

八

九

一

一

(

五

大

都

市

)
一

一
五

一一
二

三

四

一

二

七

一

(
地
方

都

市

)
一

四
八
-

二
二
七
一

二
五

O
一

二

六

二

-

金

属

機

掛

-

一

七
一

六
二一

八

二

一

一

0

・家

峰

用

雑

貨

二

二

一

凶
七
↑

占ハ
O
一

五

七

そ

の

他

八

三

一

一
九
二一

一
一
一
七
一
一
一
一

一一一

こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
在
伴
増
加
の
椛
移
も
口
川
駈
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
一
部
で
な
く
、

売
上
増
加
の
比
舵
的
版
制
な
五
大
都
市
の
百
貨
応
の
よ
う
に
、
今
年
に
入
っ
て
昨
年
六
!
十

二
月
間
以
上
の
刷
加
を
示
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
が
、
繊
維
製
品
そ
の
他
一
般
的
に
は
、
十

一
古
川
ま
で
は
相
当
な

mmを
来
し
た
が
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
は
制
め
て
平
凡
な
微
榊
椛
移

に
変
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
勿
論
季
節
的
側
係
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
増
勢
の
基
調
そ
の
も

の
が
鈍
化
し
て
い
る
と
と
も
否
み
難
い
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
一
般
小
売
屈
の
場
合
、
収

引
閑
散
期
た
る

一
、
二
月
或
は
夏
場
実
需
則
-w-控
え
た
五
、
六
月
々
ど
季
節
の
変
り
目
に
お

け
る
版
先
日
、
街
昨
日
の
励
会
を
仔
細
に
検
問
し
て
み
れ
ば
、
車
川
の
内
容
が
必
ず
し
も
充

分
回
転
せ
ず
デ
ツ
ド
ス
ト
ッ
ク
化
し
た
附
品
も
か
な
り
で
会
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た

そ
の
反
面
新
規
適
品
の
仕
入
が
資
金
的
な
制
約
か
ら
充
分
に
は
行
わ
れ
雌
く
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
な
ど
の
観
測
も
生
じ
て
く
る
。

尤
も
季
節
性
の
最
も
烈
し
い
繊
維
は
六
月
か
ら

百

一 二 五七

二 一二 二 一五二八六五 一七 I I 
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〈
金
額
単
位

B
一
AZ
一
c
一B
(
%〉

一
一
八
・
0
一

一
一
二
・λ
一

一
二
九
・
一一

一
一
七
・
9

一
一
五
・
二

一
一
七
・三

一
一
四
・
六
一

一
一一一六
・丸

一
一
一
五
・四

一
回
六
・凶

一
O
九
・六

一
O
問
・二一
-

一一

0
・
一

一一一一

0
・六

一
二
七
・六

一
一
三
・

0
一

一
一
九
・一一

二
一
六
・七

一
O
五
・七

一
O
三
・
六

一
O
三
・九

一
一一

・
八

一O
て
四

九
四
・ご
一

一O
問
・
O

八
七
・
五

一
O
五
・四

一
三
了
五

一O
凹
・八

一一一一五
・八

九
五
・
O

九
八
・
一

百
万
円
)

C
一A
(箔
)

一
四

0
・九
一

一
四
二
・九
-

一
一一一六
・五
一

一一一一

・一一一
-

一
一一

0
・三
・

一一
一二

・四
~

一
}
ムハ
・三
司

一
二
八
・
六
-

一
二
九
・
二

一
二
八
・
て

一
一
五
・五
一

一
一
七
・六
一

一
一
五
・三

一
七
λ
・九

-
一
四
・八

一
一0
・九

七
月
に
か
け
相
当
の
在
昨
減
を
見
せ
た
の
で
あ
る
が
、
夏
物
販
売
則
に
お
い
て
小
売
業
者
は

附
賀
力
の
相
対
的
不
振
乞
明
つ
一
方
、
消
費
者
側
で
は
泊
n
州
都
合
明
え
て
い
た
事
実
は
上
述

の
推
測
を
説
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
ム
ハ
、
七
月
の
在
仰
減
少
は

mLVa抵
強
い
前
鈍
附
W
A
力
と

思
い
切
っ
た
他
下
げ
に
よ
っ
て
、
四
脳
血
の
鈍
い
在
川
口
川
の
一
部
ま
で
消
化
さ
れ
た
結
果
と

認
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
主
要
品
種
別
の
特
性

各
品
種
似
の
在
庫
事
情
の
特
性
は
、
'自
貨
応
と
の
対
比
、
或
は
各
円
山
積
聞
の
対
比
に
お
い
て

既
に
見
て
来
た
如
く
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
立
ち
入
る
こ
と
は
資
料
の
関
係
で
悶
鰍
で
あ
る

が
、
一
応
業
態
及
び
M

川
離
の
特
性
化
管
考
胤
し
な
が
ら
、
既
述
せ
る
と
こ
ろ
を
と
り
細
め
て
み
れ

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

ω
百

貨

J;!i 



仕
入
条
件
及
び
販
売
条
件
の
上
で

一
般
小
売
庖
に
対
し
絶
対
的
な
強
味
を
持
っ
て
い
る
こ

と
及
び
概
し
て
広
汎
に
亙
る
支
応
網
を
持
ち
木
支
陪
聞
の
商
品
移
動
に
よ
り
効
率
的
な
商
品

処
理
を
行
い
得
る
こ
と
等
の
点
に
お
い
て
、
百
貨
応
は
著
し
い
特
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
在

陣
状
況
の
上
に
も
そ
れ
が
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

附
本
年
六
月
末
の
在
陣
は
、
昨
年
同
期
に
比
べ
五
大
都
市
、
地
方
都
市
平
均
で
四
0
・

九
%
と
、
売
上
増
加
率

一
九

・
九
%
を
遥
か
に
上
廻
る
増
加
を
-
m
L
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
七
月
末
に
お
け
る
在
庫
本
(
丁
i
七
月
間
半
均
月
間
高
に
対
す
る
在
庫
の
割
合
)
は
一

般
小
売
忠
平
均
一
七
回

・
三
%
に
対
し
九
一
・
九
%
と
比
較
に
な
ら
ぬ
程
低
率
で
あ
る
。

例
一
般
小
売
脂
の
在
庫
噌
加
が
今
年
に
入
っ
て
か
ら
殆
ど
顕
打
ち
と
な
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
百
貨
賠
の
そ
れ
は
最
近
ま
す
ま
す
増
加
を
続
け
て
お
り
、
と
れ
は
今
後
に
お
付
る

百
貨
脂
の
販
売
競
争
上
の
地
歩
を
益
々
有
利
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

等
の
点
が
特
徴
的
に
窺
わ
れ
る
。
尤
も
一
口
に
百
貨
脂
と
い
っ
て
も
、
そ
の
規
模
、
或
は
販

売
上
の
条
件
差
な
ど
に
よ
り
か
な
り
の
差
異
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
そ
れ
は
第
二
図

に
見
る
通
り
で
あ
る
が
、
概
し
て
言
え
ば
、
在
庫
増
加
の
怖
は
五
大
都
市
百
貨
店
の
方
が
大

き
い
が
、
在
庫
率
は
逆
に
地
方
都
市
の
方
が
著
し
く
高
い
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

(2) 

繊

維

製

品

商
品
売
上
高
が
期
待
程
伸
び
て
い
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
在
陣
増
加
率
が
高
く
(
昨
年
六

月
|
本
年
六
月
間
二

0
・
三
%
、
五
大
都
市
で
は

=
二

・
四
%
)
、
且
つ
在
庫
水
燃
が
最
も

高
い
品
種
(
七
月
末
で
平
均
月
商
の
一
八
六
。
五
%
、
五
大
都
市
一
一
一一
九
・
八
%
、
地
方
都

市
二
二

一
・
二

%
)
の

一
つ
で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
地
区
別
、
規
模
別
の
相
違
に
よ
り
在

庫
事
情
に
大
き
な
開
ぎ
が
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、

仰
地
区
別
に
見
る
と
、
保
有
水
準
は
地
方
都
市
の
方
が
か
な
り
高
〈
、
在
庫
増
加
率
、
売

上
増
加
率
は
五
大
都
市
が
遥
か
に
大
き
い
。

M
W

規
桜
別
に
は
大
規
模
庖
の
保
有
水
準
が
比
較
的
低
い
の
に
対
し
て
、
小
規
模
商
の
保
有

卒
、
が
圧
倒
的
に
高
い
。

こ
れ
ら
は
一
般
的
に
仕
入
の
不
便
な
地
方
都
市
に
お
い
て
、
ま
た
競
争
上
の
立
場
の
弱
い

小
規
模
陪
に
お
い
て
販
売
高
確
保
の
た
め
に
動
い
手
持
を
厚
く
す
る
傾
向
が
あ
る
と
と
を
示

し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
で
、
昨
年
十
二
月
ま
で
の
在
庫
増
加
は
都
齢
、

規
模
の
別
な
〈
大

最
近
に
お
け
る
小
売
賠
在
庫
の
動
向

相
で
る
っ
た
の
に
引
き
か
え
、
更
年
後
の
在
陣
増
加
は
五
大
都
市
、
地
方
都
市
と
も
大
規
模

庖
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
及
び
小
規
模
庖
の
在
陣
保
有
水
準
は
大
規
模
屈
の
場
合
と
異
り
五

大
都
市
が
地
方
都
市
よ
り
相
当
高
位
に
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
の
よ
う
な
傾
向
は
問

屋
の
売
込
が
販
売
成
果
の
挙
が
る
と
こ
ろ
並
び
に
業
況
監
視
の
届
き
易
い
と
こ
ろ
に
行
わ

れ
、
然
ら
ざ
る
分
野
に
は
比
戦
的
消
極
的
で
あ
っ
た
と
と
乃
至
銀
行
融
資
が
大
規
模
有
力
席

以
外
に
は
追
随
し
得
て
い
な
い
と
と
等
の
実
情
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

間

金

物

応

季
節
的
な
取
引
閑
散
則
の
関
係
で

一
、
二
月
の
売
上
は
減
退
し
た
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
販

売
高
の
推
移
に
比
較
的
変
化
が
少
〈
、
在
庫
も
亦
凡
翻
な
微
増
推
移
を
辿
っ
て
い
る
が
、
と

れ
は
商
品
自
体
の
性
質
か
ら
来
る
特
色
と
思
わ
れ
る
。
地
区
別
、
規
膜
別
K
般
討
し
て
も
必

ず
し
も
一
貫
し
た
傾
向
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
強
い
て
吉
え
ば
売
上
増
加
率
は
相
対
的
に
地
方

都
市
の
方
が
五
大
都
市
よ
り
も
大
さ
い
こ
と
、
在
庫
保
有
水
準
も
同
様
地
方
都
市
の
方
が
高

い
が
、
玉
大
都
市
と
の
懸
隔
は
繊
維
製
品
に
お
け
る
程
で
は
な
〈
、
在
庫
増
加
の
割
合
も
売

上
増
加
を
考
慮
す
る
と
左
程
大
き
ぐ
な
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

ω
金
属
機
器
(
主
と
し
て
電
気
器
具
、
時
計
、
カ
メ
ラ
等
高
級
文
化
財
)

販
売
推
移
の
好
調
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
在
庫
増
加
の
テ
ン
ポ
が
極
め
て
急
速
で
あ
り
、
月

尚
に
対
す
る
在
庫
の
保
有
水
準
が
尻
上
り
に
高
ま
り
つ
つ
あ
・
る
(
七
月
末
二
四
四

・
七
銘
〉
の

が
注
目
さ
れ
る
。
蓋
し
最
近
に
お
け
る
消
費
需
要
の
高
度
化
を
映
ず
る
現
象
で
あ
り
、
反
面

こ
の
種
商
品
の
生
産
が
極
め
て
好
調
な
推
移
を
辿
っ
て
い
る
結
果
で
も
あ
ろ
う
が
、
販
売
面

の
水
準
ひ
い
て
は
資
金
回
転
上
の
制
約
か
ら
し
で
も
、
こ
の
よ
う
な
趨
勢
が
今
後
も
問
機
な

調
子
で
続
き
得
る
か
ど
う
か
は
大
い
に
凝
同
視
さ
れ
る
。

な
お
既
述
の
通
り
年
初
来
の
在
庫
増
加
の
足
取
り
は
繊
維
を
首
め
洋
品
雑
貨
、
金
物
、
家

佐
用
雑
貨
そ
の
他
一
般
に
仲
悩
み
或
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、

ζ
れ
の
み
が
年
初

以
降
も
異
常
な
速
度
で
増
勢
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
極
め
て
特
異
視
さ
れ
る
。

間

そ

の

他

昨
年
と
の
対
比
に
お
い
て
は
、
木
材
、
燃
料
、
板
硝
子
、
食
料
品
等
の
在
庫
が
増
勢
顕
著

で
あ
り
、
家
具
、

医
薬
品
、
化
粧
品
、
建
築
資
材
等
は
特
に
増
加
と
言
う
ほ
ど
の
と
と
も

な
〈
、
却
っ
て
売
上
増
加
率
に
及
ば
な
い
。
皮
革
、
ゴ
ム
製
品
等
は
売
上
が
伸
び
て
い
る
に

一
九
九



論

説
〈
そ
の
二
)

産
業

・
物
航
等

も
拘
わ
ら
ず
、
在
隊
は
減
少
し
て
い
る
。
昨
年
六
月
に
比
べ
増
勢
顕
著
な
木
材
以
下
の
数
品

目
も
、
額
硝
子
以
外
は
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
は
殆
ど
増
加
し
て
い
な
い
。

月
商
に
対
す
る
在
庫
率
も
各
品
種
概
ね

一
O
O銘
前
後
で
、
過
剰
在
庫
は
見
当
ら
ず
、
わ

ず
か
に
医
薬
品
と
化
粧
品
だ
け
が
や
や
厚
く
な
っ
て
い
る
。

同
物
価
変
動
と
販
売
、
在
庫
高
と
の
関
係

以
上
販
売
、
在
庫
状
況
の
分
析
は
便
宜
上
す
べ
て
そ
の
時
の
価
柏
に
よ
る
金
額
に
よ
っ
て
行

っ
て
き
た
が
、
売
上
或
は
布
陣
を
物
罰
的
に
捉
え
る
に
は
物
川
変
動
を
考
慮
し
て
修
正
し
て
み

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
昨
年
六
月
よ
り
本
年
七
月
に
歪
る
則

聞
の
物
倒
変
動
は
概
し
て
少
〈
、
農
産
食
料
品
、
地
銀
材
料
の
微
勝
と
、
そ
の
他
-M品
の
徴
税

と
を
合
わ
せ
て
小
売
物
価
は
悶

・
六
%
-
卸
売
物
側
〈消
山氏
財
平
均
)
は
こ
・
四
%
の
脂
質
に
止

ま
っ
た
の
で
、
大
勢
の
舵
移
に
は
さ
し
た
る
変
り
は
な
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

囚
み
に
販
売
商
を
原
則
と
し
て
小
売
物
側
指
数

(
食
物
、
A
W
府
機
器
及
び
加
工
食
料
品
は
該

当
指
数
な
き
た
め
卸
売
物
価
指
数
)
に
よ
り
、
・
犯
山
仲
間
合
卸
売
物
削
指
数
に
よ
っ
て
修
正
し
て

販
売
、
布
陣
-M椛
移
を
見
れ
ば
、
附
淡
同
の
如
〈
で
あ
り
、
修
正
前
と
の
比
較
を
示
せ
ば
次
の

通
り
で
あ
る
。

〈第
三
義
)
物
価
変
動
に
よ
り
修
正
し
た
販
売
、
在
昨
哨
加
部
(
昨
年
六
月
対
本
年
六
月
〉

一
|
」
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川
口
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汀
門
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門
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一
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一
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・

二
了
三

一

九

・九

一
内
繊
維
製
品

七
・
七

-

一
二
・
0

・

ニ
0
・三

二

二

・七

洋

品

雑

貨

一
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一一
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二

λ
・六
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二
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一

合

一

物

一

二
問
・
一

~

二

八
・
七

一

一
五
・五

一

九

・七

一

一

金

属

機

部

一

二
一

・六

一

二

六
二

一

七
八
・九

八

千

六

一

一

家
出
用
雑
貨

岬

六

了

一

.

六
四
・1

…

一
四
・八

ニ
ニ
・O

"

そ

の

他

大

・三

・

九
・=

一

0
・九

一

制・
六

(ぷ
)

A
・

A
l物
価
反
動
に
よ
る
修
・
人
前

B
、
B
l修
日
後

二
O
O

三
、
在
庫
噌
加
と
金
融
と
の
関
係

在
庫
増
加
の
笑
態
は
凡
そ
以
上
の
如
〈
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
か
か
る
在
庫
増
加
は
何
に
よ

っ
て
可
能
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
が
次
の
問
題
と
な
る
。

在
庫
増
加
の
実
体
面
の
原
因
と
し
て
は
、
消
費
財
の
生
産
が
消
費
購
買
力
の
伸
長
以
上
に
順

調
で
あ
っ
た
た
め
、
商
品
に
対
す
る
売
手
市
場
が

一
転
し
て
買
手
市
場
に
転
化
し
て
来
た
と

と
、
並
び
に
そ
れ
に
伴
っ
て
消
賞
者
の
選
択
買
傾
向
が
濃
化
し
、
小
売
庖
側
ー
と
し
て
も
勢
い
手

持
商
品
を
厚
〈
し
な
け
れ
ば
販
売
競
争
戦
に
伍
し
得
な
ぐ
な
っ

た
こ
と
等
が
考
え
ら
札
る
が
、

反
面
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
こ
ろ
の
資
企
画
の
要
因
を
も
逸
す
る
こ
と
は
で
お
C

な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
見
る
と
、

一
般
小
売
庄
の
仕
入
は
、
品
邸
の
別

な
く
概
ね
八
削
は
、

-
ヶ
月
程
度
の
買
掛
と
六

O
|
七
O
日
期
日
の
手
形
決
済
に
よ
っ
て
お

り
、
し
か
も
両
者
の
削
合
は
略
々
一
半
々
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
仕
入
尚
品
の
回
転
則
附

を
そ
の
布
陣
率
よ
り
し
て
大
凡

一
・
七
ヶ
月
と
み
れ
ば
、

小
売
応
が
自
ら
制
逃
し
た
資
金
に
よ

っ
て
回
転
し
て
い
る
削
合
は
約
二
割
に
過
宮
ず
、
令
訴
の
八
割
ま
で
は
問
極
成
は
そ
れ
を
通
じ

て
金
融
機
附
の
融
資
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
右
に
い
う
自
己
訓
迷
資
金
の
う

ち
に
は
当
然
小
売
陪
が
筒
抜
金
融
機
関
か
ら
附
入
れ
る
資
金
を
も
含
ん
で
お
り
、
そ
れ
等
臨

接
、
間
接
の
金
融
而
の
支
え
な
く
し
て
は
、
上
述
の
ご
と
き
住
仰
の
附
加
は
到
底
災
現
し
得
な

か
っ
た
笹
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
先
ず
小
売
応
が
直
接
市
中
銀
行
、
相
互
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
依
存
し
て
い
る

借
入
金
額
を
み
る
と
、
第
四
誌
の
ご
と
〈
、
本
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
の
僅
か
三
月
の
問
に
二

一
O
億
円
も
増
加
し
、
各
金
融
機
関
合
計
一
、
七
四
四
億
円
に
及
ん
で
い
る
。

(第

四

表

〉

小

売

庖

に
対
す
る
各
種
金
融
機
関
の
貸
出
額
〈
金
額
単
位
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w
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す
る
んWノ

一

・

l

γ
J
仁

I
U
一
H
J訪問
7
出
先一数
:一

会
問
銀
行
銀
行
制
定
盟
、
主
一一

君
、告
訴

一友二一
-

=
・四
一
H

ハ一、
豆一一一

信

託

肋

定

一

、

宗
O
一

-一、
oz
一一

Z
-

-一子
附'

町

一
九九
一

相

互

似

行

-

去
、
金
一

去
、-
-
一
一
点
町
一
-
一
三
一一

人
・

昔
、
安
一

一
信
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議

山

一

室
、
呉
ニ

ニ

七、
主
八

五
・八一

一七
・J

-
金
、全。一

一
凶
民
金
融
公
的
伸
一

E
Q
八
一
八
一
実
七
A

I

-

ご
・お

き

ょ
一

上

令

計

一

.EE
、
白
血
-

一七凶、阿円七

-
00
・0
…

一回一
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八
合
、

zo一

(川
)

州
U
1・飢
行
の
伐
川
中
に
は
、
氏
川
円、

初
引
平
形
の
外
給
付
金
を
含
む
ハ
給
付
口
却
金
は
州
貼
附
し
て
い
な
い
)。

百
万
円
)



右
の
貸
出
が
小
売
唐
の
自
己
調
達
資
金
の
う
ち
ど
れ
だ
け
の
ウ
エ
イ
ト
を
持
つ
も
の
で
る
る

か
は
推
測
困
難
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
い
ま
仮
に
相
互
銀
行
以
外
の
貸
出
先
の
半
数
が
重
被
し
て

融
資
を
受
け
て
い
る
も
の
と
し
て
み
れ
ば
、
上
記
金
融
機
関
の
融
資
先
は
六
月
末
現
在
で
約
六

九
O
千
と
な
り
、
こ
れ
は
通
産
省
調
に
よ
る
全
国
小
売
業
者
総
数

一、

O
八
六
千
(
小
売
専
業

者
九
八

O
千
、
製
造
小
売
業
者
一

O
六
千
を
含
む
)
に
対
し
六
一
二

・
五
銘
に
当
り
、
一
業
者
当

り
の
平
均
借
入
額
は
約
ご
五
三
千
円
に
上
る
。
尤
も
そ
の
反
面
に
は
両
建
的
な
預
金
、
給
付
口

掛
金
の
ご
と
〈
、
本
来
な
ら
貸
出
か
ら
差
引
か
る
べ
会
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く

金
融
機
関
よ
り
の
借
入
が
か
な
り
の
比
重
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

加
之
後
に
も
述
べ
る
如
〈
、
昨
年
半
ば
以
来
小
売
庖
に
対
す
る
銀
行
貸
出
は
、
他
業
種
向
の
貸

出
以
上
に
顕
著
な
噌
勢
を
辿
っ
て
い
る
。
銀
行
以
外
の
金
融
機
関
の
貸
出
は
本
年
三
月
以
前
の

貸
出
残
高
が
未
詳
の
た
め
、
そ
の
推
移
を
的
確
に
摺
み
得
な
い
が
、
そ
れ
は
概
し
て
銀
行
貸
出

以
上
の
増
勢
を
続
け
た
も
の
と
見
ら
れ
て
お
り
、
彼
此
考
え
合
わ
せ
れ
ば
小
売
業
者
の
自
己
資

金
の
比
霊
は
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
見
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
問
屋
の
段
階
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
既
に
見
た
通
り
小
売
倍
は
前
回
聞
社
入
の
八
割
ま

で
を
問
屋
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
問
屋
が
そ
れ
を
如
何
に
し
て
賄
っ
た
か
が
問
題

と
な
る
が
、
問
屋
は
メ
ー
カ
ー
へ
の
鍛
寄
せ
或
は
金
融
機
関
の
貸
出
に
仰
ぐ
外
な
〈
、
そ
の
金

融
力
は
問
屋
自
体
の
信
用
力
の
大
小
に
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
に
昨
年
半
ば
以
降
の
小

売
在
昨
の
雌
移
を
児
て
も
、
繊
維
製
品
、
金
属
機
器
或
は
洋
品
雑
貨
の
増
加
が
目
立
ち
、
金
物

関
係
が
こ
れ
に
次
い
だ
も
の
の
そ
の
他

一
般
商
品
に
は
さ
し
た
る
増
加
が
見
ら
れ
な
か
っ
た

(
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百

貨

最
近
に
お
け
る
小
売
庖
寵
庫
の
動
向

昭
一
一
七
、
六

一

九
五
一
、
二
三
O
一

C
O
O
-O
)
一

四
九
六
、
四
八
九
一

(

一

0
0
・0
ピ

四
六
四
、
四
一

一一一一

(

一

0
0
・0
)一

七
、
三
三
五
一

c
o
o
-O)一

が
、
こ
れ
は

一
面
繊
維
関
係
部
門
に
最
も
粒
の
揃
っ
た
間
犀
が
存
佐
し
て
お
り
、
洋
品
雑
貨、

金
物
等
は
繊
維
程
に
粒
揃
い
で
な
い
と
し
て
も
他
業
都
よ
り
は
比
較
的
有
力
な
問
屋
が
存
在
す

る
こ
と
、
ま
た
金
属
機
器
に
つ
い
て
は
、
問
屋
機
構
の
整
備
は
な
い
が
生
産
メ
ー
カ
ー
に
融
資

力
の
あ
る
大
規
模
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
を
反
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
問
屋
に
対
す
る
銀
行
貸
出
の
動
向
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
凡
そ
決
の
と
と
が
指
摘
さ
れ

る。制
全
国
銀
行
の
貸
出
は
製
造
業
者
向
、
卸
売
業
者
向
と
も
膨
脹
を
続
け
て
い
る
が
、
噌
加
の

速
度
は
卸
売
業
向
の
方
が
温
か
に
急
で
あ
る
(
第
五
表
)
。
す
な
わ
ち
昭
和
三
十
六
年
六
月
か

ら
二
十
七
年
六
月
に
至
る
一
年
間
と
、
そ
れ
以
後
の
一
年
闘
に
お
け
る
融
資
の
増
加
準
を
み

る
と
、
製
造
業
が
夫
A

凶
0
・
六
%
、

二
二
・七
%
で
あ
る
に
対
し
、
卸
売
業
は
夫
々
七
0
・

一二
%
、
四
三

・
凶
%
と
前
者
に
比
し
遥
か
に
高
率
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
期
間
の
貸
出
先
数
の

地
加
率
は
、
製
造
業
が
夫
々
六
・八
%
、
一

0
・回
路
に
対
し
、
卸
売
業
夫
々

-
0
・
八
路
、

一
九
・
二
%
と
や
は
り
後
者
が
造
か
に
高
率
を
示
し
て
い
る
。
尤
も
こ
の
間
昨
年
三
月
以

降
、
従
来
銀
行
融
資
に
計
上
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
外
国
為
替
決
済
資
金
貸
が
新
た
に
融
資
残

高
に
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
時
に
特
定
商
品
に
対
す
る
別
口
外
貨
貸
の
み
が
融
資
残

高
か
ら
別
計
迎
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
点
は
製
造
業
者
向
並
び
に
卸
売
業
者
向
融
資
の
増
加

率
に
影
響
し
て
お
り
、
厳
密
な
比
較
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

と
も
あ
れ
流
通
部
門

に
対
す
る
貸
出
噌
加
の
大
勢
は
右
に
よ
っ
て
知
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。

(単
位

百
万
円
)
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一
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一
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二
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O
二
二

(
一
四
九
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)

(

一
七
七
・
五
)一

一、

O
五
九
、
八
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四
一

(
一
-
一

・四〉一

六
四

O
、
九

=一一

(
一
二
九
・
O
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五
九
七
、
二
五
九
一

(
一
二
八
・七〉
一

八
、
九
八
八
一

(
一
二
二
・五
)一

昭
二
七
、

附
二
七
、
九

昭
二
八
、
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論

説
(
そ
の
こ
)

産
業

・
物
価
等

般

制他庖

二
四
、
七
一
一
一

〈一

0
0
・0
〉一

二
三
四
、
五
六
八
一

(

一

0
0
・0
)一

一
、
七
八
二
、
二
八
七
一

C
O
O
-O
)一

売

一
七
、
七
四
九

(七一

・八〉

二
四

O
、
七
五
三

(七

一・
九
)

一
二
二
二
、
七
一
一
一

〈
六
八
・O
)

そ

の

唱
え
4
・s

ハ
悦
〕

総

け
は

括
狐
内
は
昨
年
六
月
末
mm尚
を
一

O
Oと
す
る
指
数
l

例
吏
に
こ
の
則
問
に
お
け
る
卸
売
業
者
向
貸
出
の
推
移
を
接
種
別
に
見
る
と
ハ
第
六
茨
)
、
電

気
機
械
器
具
、
合
物
及
び
機
械
器
具
、
繊
維
関
係
の
卸
売
業
に
対
す
る
融
資
が
、
金
制
の
み

な
ら
ず
貸
山
件
数
に
お
い
て
も
、
比
較
的
悲
し
い
梢
加
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
右
に
よ
っ
て
銀
行
融
資
が
問
屋
金
融
の
裏
付
と
な
り
、
在
陣
増
加
を
文
え
る
要
素

と
な
っ
た
こ
と
、
裂
か
ら
言
え
ば
在
陣
増
加
の
趨
勢
に
金
融
が
順
調
に
追
随
し
た
こ
と
を
知
り

得
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
金
融
に
支
え
ら
れ
て
の
机
附
の
刷
釣
は
、
今
後
も
問
織
の
訓
子
を
以

て
持
統
し
仰
る
も
の
で
あ
る
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
杭
附
の
哨
鈎
が
資
金
問
か
ら
限
ω
併
に

近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
郷
わ
し
め
る
強
つ
か
の
兆
候
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち、ω
卸
小
苑
業
者
向
貸
山
の
推
移
を
昨
年
六
月
以
怖
に
つ
い
て
見
ゐ
と
、
昨
年
六
1

十
二
月
間

の
哨
加
の
テ
ン
ポ
は
特
に
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
従
来
以
上
に
急
速
な
上
昇
を
示
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、

更
年
後
の
増
加
は
諮
慢
と
な
り
、
昨
年
六
月
前
よ
り
も
上
昇
速
度
が
緋
ち
て

来
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
実
体
面
に
お
け
る
在
郎
増
加
が
昨
年
末
ま
で
の
私
テ
ン
ポ
か
ら
史

年
後
仲
悩
み
に
陥
っ
た
事
実
と
表
・
裂
を
な
す
も
の
で
あ
・
り
、
今
後
の
抗
州
制
加
に
つ
い
て
は

金
融
而
が
最
早
和
極
的
で
は
あ
り
仰
な
〈
沿
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
う
。
小
光

業
者
に
対
す
る
貸
出
の
み
を
と
り
出
し
て
見
て
も
同
様
で
あ
り
、
就
中
百
貨
防
よ
り
も
一
般

小
売
脂
に
つ
い
て
と
の
傾
向
が
著
し
い
。
ま
た
こ
の
附
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
の
は
、
小

売
業
並
び
に
卸
売
業
に
対
す
る
則
限
経
過
貸
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
六

表
に
見
る
如
く
市
気
機
械
器
具
卸
売
業
全
僅
か
の
例
外
と
し
て
一
般
小
売
業
、
金
物
機
械
器

共
、
織
物
関
係
卸
売
業
等
昨
年
半
ば
以
降
貸
山
命
制
、
件
数
と
も
副
将
な
別
加
を
示
し
た
業

種
に
一
般
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
従
来
版
制
に
減
少
し
て
来
た
も
の
が
一-
一
月
末
を
臨
と

二
O
二

ご
七
、
六
四
五
一

〈一

一
一
・λ
)一

三
七
回
、
四
九
九
一

つ

二

・九
)
一

て
九
三
八
、
七
八

O
一

(一

Oλ
・七)一

一ニ凹
、
七
三
八
一

(
一
凶

0
・五
)
一

凹
六
五
、
二
八
九
一

〈
一
三
九
・O
)一

二
、
二
六
一

、
三
七
主

(
一
一
一
六
・八
)
一

三
四
、
六
六
回
一

〈
一
回
0
・二
)一

回
二
七、

二
七
六
一

三

二
七
・七)一

三
、
一
二
八
、

O
二
一一
一

(
一
一
九
・三
)
一

三
七
、
九
O
四
一

〈
一
五
三
・三
)
一

四
八
六
、
一
五
四
一

(
一
四
五
・三)一

二
、
=
一七
O
、
二
六
O
一

二
三
ニ
・九〉
一

し
て
六
月
末
に
は
か
な
り
の
増
加
な
凡
せ
て
い
る
。
則
限
経
過
の
計
上
が
手
形
刷
限
の
経
過

後
三
ヶ
月
で
初
め
て
な
さ
れ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
六
月
末
の
増
加
は
二
、
-
一一
月
以
降
の
業
者

の
資
令
・
撒
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
頃
か
ら
銀
行
の
流
通
部
門
に
対
す
る
融

資
選
別
態
度
が
強
化
し
て
来
た
こ
と
合
物
語
る
も
の
と
言
い
得
ょ
う
。

間

第

二

は
、
小
売
佑
の
仕
入
代
金
決
済
手
形
の
則
聞
が
商
品
の
適
正
回
転
則
聞
を
温
か
に
上

廻
っ
て
長
則
化
し
て
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
京
京
都
内
繊
維
凶
係
小
売
賠
の
振
山
手
形
サ

イ
ト
は
二
、
=
一
月
間
以
ま
で
は
円
十
五
日
前
後
で
あ
っ
た
の
が
、
品
近
で
は
平
均
七
十
日
程・出、

一長
い
も
の
は
九
十
日
前
後
に
も
及
ん
で
い
る
椴
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
原
A
M
仙
の
内
容
が

回
転
商
品
に
対
す
る
金
融
の
意
味
か
ら
雌
れ
て
漸
次
榔
貸
金
融
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も

の
に
外
な
ら
な
い
で
あ
る
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
止
目
さ
れ
る
と
と
は
、
買
掛
aM品
に
対
す
る

代
金
決
済
が
で
き
ず
、
劣
弱
小
売
業
者
の
聞
に
取
引
問
屋
を
ふ
や
し
て
日
掛
先
を
期
し
て
行

く
例
が
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
そ
の
型
耐
に
は
問
屋
の
取
引
先
厳
選
態
度

か
ら
劣
弱
小
売
業
者
が
次
第
に
有
力
問
屋
か
ら
切
脱
さ
れ
て
行
〈
現
象
が
瀧
ん
で
お
り
、
当

而
は
小
売
同
業
者
組
合
の
結
成
等
に
よ
っ
て
取
引
維
持
の
た
め
の
諸
々
の
対
処
筑
が
織
ぜ
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
的
に
見
て
拡
大
的
な
取
引
は
凶
搬
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

な
お
仕
入
過
大
の
結
梨
、
遂
に
行
鮎
り
を
余
倣
な
〈
さ
れ
た
小
売
業
者
に
対
し
て
は
、
取

引
間
-Mm川
の
山
・
合
せ
で
売
掛
代
識
を
一
応
棚
上
し
て
新
制
の
耐
品
を
夫
々
の
枠
内
で
扱
わ
せ

る
等
、

-
稲
の
附
毘
協
訓
融
資
と
も
言
う
べ
き
剥
象
も
日
ん
ら
れ
る
が
、
そ
九
・
も
究
極
の
と
こ

ろ
問
昆
の
旧
債
権
回
収
の
た
め
の
苦
肉
慌
に
す
F
な
い
と
見
ら
れ
、
か
か
る
劣
弱
業
者
に
対

す
る
組
制
的
な
売
込
鮫
と
は
解
さ
れ
な
い。

ω
京
仰
向
m
川
が
い
必
h

ベ
一
過
剰
と
な
り
、
w
H
掛
代
合
の
決
済
成
は
手
形
の
川
口
決
済
が
不
門
前
化

す
る
と
と
も
に
、
決
済
川
川
が
漸
次
引
延
ば
さ
れ
ゐ
形
勢
に
あ
る
こ
と
は
、
平
貯
資
金
の
問



転
鈍
化
の
現
わ
れ
に
外
な
ら
な
い
が
、
さ
り
と
て
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
も
現
実
に
は
容
易

で
な
〈
、
資
金
線
り
に
・
拐
し
た
小
売
業
者
の
問
に
は
高
利
の
仲
間
金
融
に
依
存
す
る
例
が
多

卸
小
売
業
部
門
別
貸
出
件
数
金
額
推
移
(
全
国
銀
行
〉
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第
六
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貸

く
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
東
京
都
内
に
お
い
て
近
来
業
況
不
振
の
故
に
破
綻
を
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は

殆
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例
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雨
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仲
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融
資
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わ
れ
て
い
る。(
金
額
単
位

売額

関

係

先

制

一

期

限

経

過

貸

額

一
件

一()凶、四
百一()
一

一一室
、
一一O一

一
葉
、五
八七一

一人昔
、
一九九一

ニ一{)
、…品
市山A
-

一一
一説
、九七廿
一

-一三、
2
5
七↑

機

械

器

ニ、
二
主

-一、八
阿{〕
一

司一、入(己
一

問、三鼠
(〕一

五、一一
三
一

五
、七何
。一

ペ
吉
一立

餓

k:ffi 

却
数六九七

六エ
λ
山一
-
R

Z
穴民
警ハ

o
g-
一九
五八九

具

卸

売

業
百
万
円
)

3長
金

一一~ - 一一一、、、、、、、
:!竺六八 ;1... :穴託 回|曲
写~ ;;¥;二六三ユプ-: :内 -1:; I i'lS'¥ 
Eコ -1:; 王軍 コユ 耳、=.ニエ j

業

計

一

内

付

総

一

期

限

経

過

貸

一

一

貸

付

総

住
同
円
問
凶
同
川
一
一
金

一
O
問
、
一
五
二
三
七
二、
七
五
(
)
一
問
、
九
凶
=
一
一
豆
、
九
三
=
一
一
二
O
、
八
一
z
-
一一

一一
一。
、
一
O
旦
=
一
歪
、
ニ
八
五
回
、--一全

五

、九八八
一
云
一
、
四六二

三沼
、
交
官
一
一
器
、凶岡田一
一

問、

一。
九
一
八
、
O
吉
一
一

・一凶、

一
三

一

恵

三

五

三

忠

実

香

一

一

三

五

七

、喜
一
日
一
三
六
一

一
四
七
、
o
t
且
売
宍
ニ
思
九
一
=
一
、
六
九
九
一
七
、
四
八
一
一
ニ
七
、
問
。
八一

一呉、

一百
五
六
=
一
六
、

2
一

=

一

二

三

六

、
吉一
七一

-一七
、
喜
一

一志
、一さ一
一

奈

六二一六一
一

富
一
五
三
一
一
入
、
一一五
一

ニ

九、四九六一

家
具
、
建
具
及
び

什

器

卸

売

業

一

電

気

尻
、
一
史
一

三

、

毛

主

一

宅

一

-

一

、
毛
主

罰、七嵐()一
回
二
宅
八
一

二
九
一
-
一
、λ
o=一

車
、
九
六
O
一
z
、
o
-
一
ニ
一

一
(
)
O
E可
O六七一

六

、

凶

一

言

一

豆

、

き

主

主

一

一

一

二

五

ニ

一

六
、
七
三
一

六
一

芸

一

一

一

目

一

三

、七
四五一

円
、
三
穴
、
闘
志
一

一

変

豆

、

喜

一

肉
、
室
。
~

穴、問九九

一宅
恵
、
九
七
単
一

食

糧

及

び

=
幽六
一七人一七=一-=一九

一

一山一点
一

三忠一
一孟一

飲

料

品

卸

売

業

一三、
凶
七
回
一
へ
九
一
六
一

一六
、一()八

エ七
、三()誠
一

一
穴
、
一
一
忠
一
一
=
回
、
九
皐
八
一

一穴
、穴六八

ZZ、。内
四一

一L叫ん、七
割一回

m-
一、。ニ山一

一
八
、
六
八
一
四
一
、
九
ニ
九
一

一八
、宍
一()‘

嬰
一、入()一

!三怠封書書室

(童三重室主主主 i

|六五穴岡互 三一

!ーミ ペ円 q !Zミペペ
!$.. ょユ 回) :1... =ニ ζ〉 三三
I一七 一九 八六八
=エ三五 !ti:1... Cコ :J... ブL

!実異呉宍実え実 |兜
! 'さ主 主景 F号室主 |
|軍ニ一日ム告ーと

iそこえ宍宍宍宍宍

!考会塁 塁室 三雪i

i l計
i美三三32主上出品えは

一
辺
倒一-.E
一
一()六八
一

信
九

六
O

広
告

業

二
O
三



論

説
(
そ
の

、._/

産
業

・
物
価
等

室苔歪 竺28歪!内
!JI ニ=.-.:ジ" -t 豆玉 三五 l 

|百

主主 o ノ、 ノ'-'~ !JI I皿 i 

Cコ:Jt. :}.. .信 三:;: 0 :}L I 
.:. j、ノ、ニユ三:;: :Jt. -t:; I 
- 主己 ^ ~己 ::'6. /、 2長、 l 

|貨

孟三塁 三三 i

随

一

一

般

小

エ
ニ一

二五、入
五
六・

-也
、七
回九

-一九
一

一一-豆
、
五六六
一

一一二、
九三()一

三八
一

一豆三、穴
O
三
一
ニ
凶、七
一
一一

凶()一

一凶()、=一八
一-一一

ニ七
、
円四五
一

z
g
一

一六百
一、
λ

奇
一

吾
、
突
出
一

エ七
一

一単車
、
同t
e--
一

回一
回、七
一一一八

一四。
一

一穴()、八七七
一

豆
七、九
()凶

売

業

豆
、四
0
0

凶
、
一
二

三
、
九
一-六一

回一、
三
時ハ0

2

、問==
・

-一
、八
百克

百一
、一}束。。

二

十

六

年

六

月
十
二
月

二

十

七

年

六

月九

月

十
ご
月

二

十

八

年

三

月六

月

""" ニューー ニニ

回
、
む

す

び

|
|
拡
陣
増
加
の
経
済
的
な
識
と
限
持
|
|

以
上
に
お
い
て
症
仰
増
加
の
史
的
と
そ
の
資
金
的
盟
国
と
し
て
の
A
M
融
而
の
動
向
を
検
問
し

た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
岡
山
組
成
は
自
制
差
に
よ
り
区
々
の
相
過
は
め
る
と
し
て
も
、
概
し
て

昨
年
六
月
よ
り
十
二
月
の
聞
は
布
陣
の
物
置
も
か
な
り
の
増
加
を
示
し
た
し
、
金
融
商
也
よ
〈

こ
の
趨
勢
を
支
え
た
の
に
対
し
、
本
年
初
以
降
は
そ
れ
ら
の
増
勢
に
も
漸
く
頭
打
ち
の
傾
向
が

見
ら
れ
、
加
え
て
今
後
の
増
加
に
対
し
て
は
諸
々
の
否
定
的
な
要
肉
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
と
で
当
初
の
問
地
に
附
っ
て
消
貨
物
資
の
印
刷
給
を
考
え
る
と
、
昨
年
末
ま
で
は

と
も
か
く
生
産
の
過
剰
に
対
し
て
在
仰
の
噌
加
と
い
う
こ
と
が
か
た
り
機
能
的
に
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
役
割
を
演
じ
た
し
、
生
産

・
消
貨
の
不
均
術
が
さ
し
た
る
程
度
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
商
品
循
環
過
程
に
お
け
あ
矛
盾
の
鋭
呈
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
吏

年
後
、
殊
に
四
月
以
昨
は
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
既
述
の
迎
り
漸
次
拡
大
の
傾
向
を
示
し
て

お
り
、
し
か
も
在
陣
推
移
の
趨
勢
が
右
の
如
〈
で
あ
る
こ
と
は
、
今
後
に
大
き
な
問
地
が
あ
る

こ
と
宏
一恥
す
も
の
と
い
わ
ざ
る
合
ね
な
い
。
も
と
よ
り
商
品
の
需
給
は
、
単
に
凶
内
消
沈
乃
歪

在
仰
の
動
向
だ
け
で
な
〈
、
楠
山
明
惜
の
如
何
に
よ
っ
て
も
火
、
声
、
〈
左
布
さ
れ
る
。
輪
山
に
附

述
の
派
い
繊
維
製
品
、
余
問
機
器
、
洋
品
緋
貨
時
に
つ
い
て
は
特
に
然
り
で
め
る
。
し
か
し
そ

れ
都
の
輸
出
に
つ
い
て
、
仮
り
に
今
後
多
少
の
好
転
を
見
込
み
抑
る
と
し
て
も
、
最
近
の
部
給

不
均
樹
を
訓
整
す
る
程
の
輸
出
増
加
は
到
底
則
待
し
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

小
売
従
仰
の
保
有
水
準
が
現
在
既
に
前
ナ
ぎ
る
か
ど
う
か
、
今
後
吏
に
明
加
す
る
余
地
が
あ

=
0四

レ一六五九一
計九九
一

五凶七
-

Z
此
ニ

問

A==
歪
八一

る
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
経
済
正
常
時
の
在
陣
水
準
が
一
つ
の
基
準
に
な
る
と
思
わ
れ

ゐ
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
そ
の
砲
の
訓
査
が
全
然
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

従
っ
て
そ
の
よ
う
な
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
。
唯
川
M
述
の
ご
と
く
、

山
則
眼
経
過
貸
の
増
加
に
伴
っ
て
流
通
部
門
に
対
す
る
銀
行
の
貸
山
川
態
度
が
非
仰
に
雌
仙刊
に

な
っ
て
来
て
い
る
こ
と

聞
手
形
サ
イ
ト
の
長
則
化
、
売
掛
代
金
の
回
収
離
に
よ
っ
て
削
昆
の
代
金
団
収
が
尚
品
の
泊

正
問
転
則
問
を
上
廻
り
、
加
え
て
問
屋
自
体
の
金
・繰
困
難
も
あ
っ
て
売
込
先
厳
選
態
度
が
強

化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

q
u
 

こ
の
こ
と
は
反
而
小
売
業
者
間
の
優
勝
劣
敗
傾
向
の
表
而
化
を
意
味
す
る
が
、
劣
弱
業
者

に
は
川
犀
と
の
辿
繋
切
雌
か
ら
相
当
品
川
一
一の
デ
ツ
ド
ス
ト
ッ
ク
を
抱
え
な
が
ら
遂
に
践
朕
を
・来

す
も
の
も
山
々
見
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
と
と

4
H
Z
 

が
動
い
て
お
り
な
が
ら
業
況
不
振
を
卿
つ
戸
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ
と

一
般
に
在
昨
水
準
の
高
度
化
か
ら
尚
口
聞
の
回
転
速
度
は
鈍
り
、
物
量
的
に
は
か
な
り
尚
口
川

等
の
諸
市
怖
か
ら
す
れ
ぽ
、

小
売
応
の
在
昨
が
殆
ど
限
界
点
に
近
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
限
り
な
〈
立
言
し
仰
る
で
あ
ろ
う
。

か
〈
て
わ
れ
わ
れ
の
結
論
は
、
比
艇
と
消
貨
の
ず
れ
を
山
め
る
上
に
、

小
兜
防
と
い
う
タ
ン

ク
は
こ
れ
ま
で
に
少
な
か
ら
ざ
る
役
訓
を
来
し
て
き
た
が
、
今
後
ひ
き
つ
づ
い
て
今
ま
で
の
よ

う
な
機
能
を
こ
れ
に
則
符
す
る
こ
と
は
、
も
は
や
危
険
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
附
話
す
為
。
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